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ITスキル標準導入活用事例集2012

導入活用事例：株式会社日本ビジネスエンジニアリング
導入推進者
代表取締役 野上　邦茂氏
常務取締役　総務部長 井草　剛仁氏
取締役　第1事業部長 根岸　信行氏
総務部　教育グループ 坂上　　優氏

1.会社概要
●社　　名：株式会社日本ビジネスエンジニアリング
●所 在 地：本社：横浜市西区高島 2-12-6
●設　　立：1981年 4月
●代 表 者：野上　邦茂
●資 本 金：5,000万円
●社 員 数：200名（2011年 4月現在）

株式会社日本ビジネスエンジニアリング（以下、NBE）は、独立系 IT サービス
企業であるが、主として大手 IT サービス企業のパートナーとしてビジネスを推進
している。
社員の8割強が社外での常駐作業となっていることもあり、現状のビジネスの

範囲は限られてくるが、技術的な面では通常のシステム開発にとどまらず、ハード
ウェア系からオペレーティングシステムの開発まで幅広いエリアに対応できる実力
を持つ。
今後は、自社開発のERP（Enterprise  Resource  Planning）パッケージなど

を活用したクラウド・コンピューティングでのビジネス展開、および組み込み技術
を生かしたスマートシティ構想参画への具体化が進んでいる。

NBEでは特に、人材育成に力を入れており、成果として分かりやすいよう様々
な可視化を進めているが、IT スキル標準の活用も、その中で重要な役割を果たし
ている。その可視化の仕組みの一環として資格の取得を社員に奨励しており、次の
ように高い取得率を示し、着実に浸透している。（2011年 11月現在）

野上氏
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•情報処理技術者試験
基本情報技術者試験：85%
アプリケーションエンジニア試験：60%
ITスキル標準キャリアフレームワークの
レベル3以上に割り当てられている試験：40%
•ベンダー資格取得率：50%

2.企業戦略
2.1. 経営方針
NBEの企業経営方針は次のとおりである。

•優良企業としての持続的成長
売上の拡大と利益の確保、顧客の信頼、システム消化能力の拡大、マーケ
ティング能力の拡大、不況時・非常時に耐える組織と蓄積

•人間力・技術力に優れ、目標達成の喜びを共有し、活力にあふれ、成長を続け
る一流プロの集団
•顧客への優れた製品、サービスの提供
•顧客を初めとするステークホルダーへの満足度の向上、社会への貢献
•社員満足度の向上
　チームによる目標達成感の享受と活発性、結果としての待遇の改善

また、経営方針を基に3年ごとに事業計画を策定しているが、2011年からを
第 6次中期計画としてまとめている。（図 2．1－ 1）

出典：NBE図 2．1－1　中期計画の推移
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第 6次中期計画では、急速に変化する環境を先取りできるビジネスモデルの実
現のため、収益性の向上や新規事業領域への進出、およびそのための新製品及び新
サービスの開発に取り組むとしている。

また、第 6次中期計画では、「Open a New Age  NBEの未来を切り開く」をス
ローガンとして設定した。
第 6次中期計画を浸透させ実現に導くために、様々な視点で議論する場を設け、

PDCAを効率よく回すように心がけている。

出典：NBE図 2．1－2　社内コミュニケーション体系

一例として、幹部会やリーダー会からのトップダウン的なコミュニケーション
や、全体会議や週報月報・自己申告などのボトムアップ的なコミュニケーションに、
電子メールやイントラの情報提供の仕組みを加えて、見事に双方向のコミュニケー
ションを実現している。また、社員からの情報に対しては、上司や幹部からの何ら
かのコメントがフィードバックされることがプロセス化されているため、さらにコ
ミュニケーションの成果をあげている。（図 2．1－ 2）

2.2. 人材戦略
NBEでは、人材育成が会社繁栄の近道と考え、社長自ら次のようなメッセージ

を社員に対し発信し、重要性を訴えている。

•技術力と人間力の両輪
•自尊自立を目指し、プロとしてのスキルと人間力を磨き、存在価値を高めよう
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•仕事に、NBE事業に、愛着と誇りを持ち、常に成長を続けよう
•新規事業と独自性を追求し、創意、工夫、開発、改善に不断の努力を続けよう
•商売力を身につけよう

また、通常のコミュニケーション形態とは別に、幹部だけでなくリーダークラ
スが入る「人財育成会議（JK）」を設定し、次の点をディスカッションしている。

•キャリアパス
•人材教育
•技術教育・・スキル獲得、資格取得
•処遇制度・・評価制度、格付け
•諸計画・制度のブラッシュアップ

人材育成を切り出して議論を進めることによって、社員にとってより身近で自
分たちに合った仕組みづくりができる。

また、第 6次中期計画における技術戦略の方向性に関して、次のようにまとめた。

•クラウド・コンピューティング関係技術
- Salesforce.com、大規模ネットワーク、大規模ストレージ
-スマートフォン関係技術
Android、Objective-C

-Webアプリケーション技術
Ruby on Rails／ Perl／ PHP+MySQL／ PostgresSQL

•スマートシティ関係技術
　- Electric Vehicle等の組み込み制御

3.ITスキル標準の導入
3.1. 導入の目的・ねらい
NBEでは、人事制度に活用するために、およびパートナー企業に対する見積り

提出時に、社員ごとの ITスキル標準の職種及びレベルを求められるので、それに
応えるため、IT スキル標準を導入した。また、社員に対しては自分自身の市場価
値を認識でき、スキルアップするために何をすればいいかという具体的な道筋が把
握できるように、社員一人ひとりに仕組みの活用を徹底している。
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先述のように、大手 IT サービス企業が中小 IT サービス企業に対して、人材調達
の観点で ITスキル標準を使ったレベル判定結果を求めてくる場合がある。調達観
点では単価などがからむことが一般的で、自社の経営戦略や事業計画との乖離が発
生することや、人材育成の観点が薄れてしまう危険がある。NBEでは、そういっ
たマイナス面を出すことなく、自社での制度化に成功した好事例となっている。大
手 IT サービス企業の要望に応えパートナーとしての関係強化を図る一方で、旧来
の技術者評価制度を ITスキル標準の考え方に置き換えることによって、社員によ
り具体的で分かりやすくなったという実感を与えることができている。

3.2. 導入内容
2005年 1月から2006年 6月末にかけて、導入作業を実施した。導入プロ

ジェクトのメンバは次のとおりである。

•野上社長
•事業責任者 3名（各事業部長）
•総務部長
•教育担当者
•コンサルタント

経営方針を明確に織り込むために、社長もアドバイザーとして加わり、事業責任
者 3名で現場の視点から具体的な肉づけをするという、経営戦略や事業計画を策
定する場合と同様の体制を取っているのは見逃せない。更には、導入後の運用を円
滑に回すために総務部長と教育担当者が参画し、IT スキル標準を読み違えないた
めに専門家もメンバに加えた。経営戦略を基に落とし込んでいく考え方は、IT ス
キル標準導入の基本に沿うものである。

NBEでは人事制度としてクラスを定義し、そのうえでキャリアパスを設定して
いる。（図 3．2－ 1）YからX1は一般職、上位は管理職でT3からT1は専門職、
M3からM1はマネジメント職となっている。
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出典：NBE図 3．2－1　人事クラス定義

さらに、専門職はTE3からTE1のエンジニア系、TS3からTS1のスペシャリス
ト系に分かれている。それぞれのクラスの定義は表 3．2－ 1に示すとおりである。

表 3．2－1　クラス定義（一部抜粋） 出典：NBE

IT スキル標準導入前のクラス定義には、技術者評価制度という能力レベルを評
価する仕組みが付随していたが、必ずしも実態にあっておらず、社員のあいだから
は改善を求める声も大きかった。そこで、IT スキル標準のレベル定義（図 3．2－
2）を参考に、人事制度のクラス定義にレベルをリンクさせた。（図 3．2－ 3）
この対応は、社員に対する説得力もあり、IT スキル標準導入について納得性を

高める結果となった。
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出典：NBE図 3．2－2　IT スキル標準レベル定義

出典：NBE図 3．2－3　ITSSレベルとクラス定義の考え方

このように全面的に ITスキル標準を取り入れているわけではないが、パート
ナー企業からの要求と、社員の要望の両方にうまく応えることができている。
また、2005年当時は、IPAから「IT スキル標準　活用の手引き」が公表されて

おらず、試行錯誤しながら進め、2006年度より適用を開始した。
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4.導入後の活用と運用
こうして作り上げた仕組みを使って、社員自身の ITSSレベルチェックからス

タートし、評価までつながる運用となっている。（図 4－ 1）

出典：NBE図 4－1　仕組みの運用

この運用の中で、社員が自身の実務スキルレベルをチェックする為に、次の3
つのツールを利用している。

① ITSSレベルチェック
　エンジニアとしての自身のトータル価値を診断するもの
②自己申告
　人間的な成長、マネジメントスキルの成長の診断するもの
③実務スキルチェック
　自分の望むキャリアパスが描けているかどうかを診断するもの

これら3つのツールから、本人の現在の能力を導き出し、目標管理に落としこ
む事により、各々の育成を図るものである。（図 4－ 2）
次に、実務スキルをチェックするためのツールについて説明する。

出典：NBE図 4－2　評価の考え方
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4.1. ITSSレベルチェック
このツールを使うには、事業責任者がビジネスドメインから該当する複数の職種

を選定しておくことが前提となる。
社員は上長と相談の上、ひとつまたは複数の職種を選択し、ワークシート（図 4．

1－ 1）を使ってレベルチェックを実施する。

出典：NBE図 4．1－1　ITSSレベルチェックワークシート

4.2. 自己申告書の作成
自己申告書（図 4．2－ 1）には、主に次の3点を記入する。

•把握した ITSSレベル
•人間性
•マネジメント能力

自己申告書は、同じ内容を上司が記入するようにレイアウトされているのが、特
徴的である。公平な評価を行うために、過剰評価や過小評価を防ぐ役目を果たして
いる。
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出典：NBE図 4．2－1　自己申告書（イメージ）

4.3. 実務スキルチェック
実務スキルチェックは、図 4．3－ 1の業務履歴ワークシートを使って実施する。
実務スキルは次の点をチェックする。

•アプリ開発スキル
•インフラ開発スキル
•プロジェクトマネジメントスキル
•得意な業種

また、業務履歴は次の内容を記入する。

•業務の内容
•受け持った工程
•期間
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図 4．3－1　業務履歴ワークシート（イメージ） 出典：NBE

4.4. 目標管理
ITSSレベルチェック、業務スキルチェック、自己申告書の内容を基に、上司と
面談し次の点について明らかにする。その上で目標を設定し、共有を図る。（図 4．
4－ 1）

• 1年間の担当業務について振り返り
•現在の業務の満足度
• 3～ 5年先の目標
•目標とそのための行動及び要望
• 1年間で事業拡大のために行った事
•上長のコメント
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出典：NBE図 4．4－1　自己申告票／目標管理票（イメージ）

4.5. 評価
評価については、人事制度上で定義されている項目（図 4．5－ 1）を基に、上

司が面談を実施し、結果を評価会議にかける流れとなる。
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出典：NBE図 4．5－1　評価要素

4.6. 階層教育
技術的な研修については、必要に応じ適宜実施されているが、NBEがとくに社

員に求めている「人間力強化」のために、体系的な階層教育のロードマップを策定
している。（図 4．6－ 1）

出典：NBE図 4．6－1　階層教育の考え方

特にYクラスの若手に関しては、指導員制度を設け、徹底した指導を実施して
いる。
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4.7. 今後取り組むべき課題
NBEとして認識している課題は次のとおりである。

•事業部横断のリソース配置
•マネジメント教育の充実
•実力主義的人事制度の充実

技術の進歩、技術イノベーションは、今後ますます激化する。また、グローバ
ル化の進展を意識し、未経験の事態が発生することを前提に、事業分野の選定、人
材育成、およびマネジメントの充実強化を図るという方針である。
そのうえで、人材育成の観点では「困難に立ち向かう実力を持った人材の育成、
先見性を持ったマネジメントの充実強化」（野上氏）を課題として取り組む考えで
ある。

また、企業として人材育成を効率よく進めるためには、社員の個々の能力を把
握するということが必須である。NBEが、そのために ITスキル標準を取り入れ、
仕組みとして運用して5年目になっている。戦略的なリソース配置実現を主眼と
して毎週実施している人材会議などで、細かな改善ポイントは議論の上反映してき
たが、井草氏は「進化した形でこれを見直す段階にきている」と語る。「既存の人
事制度に ITスキル標準を被せたというのが現在の姿だが、やはり無理がある」（井
草氏）ということである。人事制度と連携しているがゆえに、決まっている制度と、
大型 SI モデルを基本とした ITスキル標準の両方の制限の中で、うまく合わせるこ
とがどうしても主体となってしまうからだ。「将来をにらんだ経営戦略と、急速に
変化する市場環境をベースに見直していく」（井草氏）という言葉から並々ならぬ
決意を感じた。
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5.ITスキル標準に取り組まれて方々へのメッセージ
最後に ITスキル標準の導入から活用を常にリードしてきた現場の方々に、これ

から ITスキル標準を導入・活用しようとする方々へのメッセージをいただいた。

「資格はマストだが、それだけでは適正な評価ができない。実務能力をいかに
把握し評価するか。仕事で成果を出せるかという点においても、実務能力抜きでは
うまく評価できない。またそのための仕組みが複雑で理解でしにくいものでは、社
員に浸透させることが難しい。その点では、ITSSをうまく技術評価の部分で使っ
ているので、社員に対して分かりやすく納得性も高い。新たに難しいものを追加し
たということではなくて、今まで分かりにくかった部分を、ITSSで置き換えるこ
とによって分かりやすくしたということだ。」（坂上氏）

「まず事業ドメインに対して、ITSSのどのような職種が合致するのかを見極め
て定義するのが、事業部長の仕事だ。定義した職種を前提にすれば、社員がどのく
らいの技術力を持つかを把握していくには大変有効だ。社員にとっても何をすれば
自分の技術力向上に結び付くかが分かりやすく、話し合いの中でも共通言語として
便利だ。使っていなかった時のことを考えればはるかに分かり易く意思疎通ができ
るようになったと言える。」（根岸氏）
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